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1. はじめに  

近年，非平衡大気圧プラズマを用いた医療や農業，水産業などバイオ分野への応用のための研究開発

が注目されている．これまでに当グループの開発したプラズマ源を用いて，我々はプラズマ照射によ

り悪性の卵巣がん細胞にのみ選択的に作用し細胞死を誘導することを明らかとした.1,2) さらに，細胞へ

プラズマを直接照射するだけでなく，プラズマ照射した培養液を脳腫瘍細胞に処理することでも同様

の結果が得られることを見出した.3) すなわち，プラズマ照射培養液 (Plasma-activated medium, PAM) 

が細胞内シグナル伝達系の AKTを抑制し，アポトーシスを誘導することを明らかとしている．しかし

ながら，PAMによる細胞死の選択的効果については詳細な解析が行われていない．本検討では乳腺に

由来する正常および悪性の細胞株 MCF10Aと MCF7を用いて検討した． 

2. 実験方法  

乳腺上皮細胞MCF10Aおよび乳腺由来がん細胞MCF7を96ウェルプレートに1ウェルあたり5,000細胞

播種し，一晩培養した．栄養培地Dulbecco’s modified Eagle Medium (DMEM)をシャーレに分注し，プラ

ズマを照射してPAMを作製した後，これを培養中の細胞の栄養培地と交換して24時間処理した．

3-(4,5-dimethylthiazol-2-yl)-5-(3-carboxymethoxyphenyl)-2-(4-sulfophenyl)-2H-tetrazolium (MTS)アッセイを

行い細胞の増殖および生死について判定した． 

3. 実験結果および考察  

図1にMCF10AおよびMCF7細胞に強度の異なるPAMを24時間処理した後，MTSアッセイを行った結

果を示す．対照としてプラズマ未照射のDMEM培地で処理した細胞の吸光度を100%とし，規格化して

表記した．強度の強いPAM (PAM(++))では，MCF7, MCF10Aとも細胞死となった．その一方で，弱い

PAM (PAM(+))の処理によって，MCF7は細胞死する一方でMCF10A

は対照とほぼ同数の生存がみられ，異なる結果となった．以上より, 

PAMの強度を変化することによってがん細胞にのみ選択的に細胞

死を誘導することが示唆された． 
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